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農事組合法人らんざん営農が
農村地域文化賞最優秀賞を受賞

PICK
UP!

　知識の森嵐山町立図書館が令和５年度「子供の読書活動優秀実践校・図書館・団体（個人）文部科学大臣表彰」を受
賞しました。この賞は子供の読書活動についての関心と理解を深めるとともに、子供が積極的に読書活動を行う意
欲を高める活動を推進するため、特色ある優れた実践を行っている学校、図書館、団体・個人に対し、表彰するも
のです。
　限られた人員の中、子ども読書活動推進計画に基づき、幼稚園・保育園などへの出張サービスをはじめ、学校連
携や地域のボランティアと協同で子ども読書活動推進事業を多岐にわたり実践し、子どもの発達段階に応じた活動
をしていること等が評価されました。埼玉県内の図書館では唯一の受賞となりました。
　知識の森嵐山町立図書館　℡０４９３－６２－６９８９問

知識の森嵐山町立図書館が
子供の読書活動優秀実践図書館表彰を受賞

PICK
UP!

　紺綬褒章は、国、地方公共団体または公益団体に対し、
一定基準の寄附をされた個人・団体に授与されるものです。
　野口二三夫様（むさし台）は、「有限会社丹波屋」が創業
５５周年を迎えられたことを記念して、町有施設等を管理す
るために必要な充電式草刈機・チェーンソー等の備品類を
嵐山町に寄附されました。
　ありがとうございました。

紺綬褒章の受賞
おめでとうございます

PICK
UP!

　一般財団法人埼玉県農協福祉事業団主催の第３５回農
村地域文化賞において農事組合法人らんざん営農が最
優秀賞を受賞しました。
　この度の受賞は農村地域の活性化に顕著な活動とし
て、比企地域を中心に古くから親しまれていた小麦
「農林６１号」の復刻やドローンを活用したスマート農
業への取り組み等が評価されての受賞となりました。
　ＪＡ埼玉中央管内（東松山市、滑川町、嵐山町、小川町、ときがわ町、鳩山町、川島町、吉見町、東秩父村）にお
いて、最優秀賞の受賞は史上初となります。　　農政課　℡０４９３－５９－６６７１問

　３月１２日、第１７回嵐山交流演奏会が国立女性教育会館で開
催されました。
　町内の音楽団体や菅谷中学校・玉ノ岡中学校の吹奏楽部が
参加し、それぞれ素敵な音楽を演奏されました。
　４年ぶりの有観客での開催となった今回の演奏会。たくさ
んのお客様が音楽の素晴らしさを堪能しました。

嵐山交流演奏会
が開催されました

PICK
UP!

▲演奏する町内中学校の生徒達
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嵐山消防団
からのお知らせ

PICK
UP!

　
ま
た
、
消
防
団
は
地
域
防
災
の
要

と
し
て
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自

分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛
の

精
神
の
も
と
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
安

全
で
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

日
々
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に

力
強
い
消
防
団
を
作
る
た
め
に
は
地

域
の
企
業
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ま
の
お
力
が
是
非
と
も
必
要
で
す
。

　
嵐
山
消
防
団
も
新
年
度
に
２
名
の

新
入
団
員
を
迎
え
、
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
前
年
度
同
様
に
団
員
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を
徹
底

し
な
が
ら
、
日
頃
か
ら
の
訓
練
は
も

と
よ
り
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
引

き
続
き
啓
発
活
動
等
、
地
域
に
根
付

い
た
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま

す
。

　
結
び
に
、
嵐
山
町
民
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
嵐
山
消
防
団
へ

の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
嵐
山
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
平
素
よ
り
消
防
団
活
動
に

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
消
防
団
員
は
、
消
防
署
と

同
様
、
消
防
組
織
法
に
基
づ
き
設
置

さ
れ
た
消
防
機
関
で
す
。
近
年
の
気

象
変
化
に
よ
る
局
地
豪
雨
等
の
自
然

災
害
や
、
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
首
都

直
下
地
震
の
対
応
等
、
近
年
の
消
防

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
お
り
ま
す
。
地
域
防
災
機
関
の
中

核
と
言
う
べ
き
消
防
団
に
つ
い
て

も
、
火
災
の
み
な
ら
ず
複
雑
多
様
化

す
る
災
害
現
場
に
対
応
す
る
た
め
、

期
待
さ
れ
る
役
割
は
日
に
日
に
大
き

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令和５年度新入団員

退　団　者

第１分団第１部
関口　善大

（せきぐち　よしひろ）

女性団員
竹澤　文佳

（たけざわ　ふみか）

第１分団第１部 延山　義孝（のべやま　よしたか）

第１分団第１部 小松崎　力（こまつざき　つとむ）

第１分団第１部 福島　康平（ふくしま　こうへい）

女　性　団　員 伊藤　由佳（いとう　ゆか）

嵐
山
消
防
団
　
団
長

千
野
晃
男

私たちの嵐山町を守るため、
新たに２名の仲間が加わりま
した。
引き続き、嵐山消防団一致団
結で町民の皆さまの安全・安
心を守ります。

長年にわたり、嵐山町を守り続けた
４名の仲間が退団されました。
皆さまありがとうござい
ました。
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